








「要約」

母体合併症を有する妊産婦に対して産科的指導,および精神面での支援を行い

STAI(State)，Stein,EPDS によるアンケート調査を試み妊産褥婦の心理的ストレスに及ぼ

す影響につき対照群と比較検討した.その結果,STAl(State)は妊娠初期,妊娠中期,分娩後

1 ケ月のいずれの時期においても両者間に差は認められなかった.STAI(State)の Score≧

50(以下 ST≧50)の症例は,妊娠初期 12/52 例(23%),中期 15/65 例(23%),産後 1 ケ月 7/74

例(9%)であった.妊娠初期 ST≧50 の症例の多くは,妊娠中期においても同様であった(9/12

例),さらに妊娠中期に 50 より大の症例は 1 ケ月検診時にも高値を示した(4/7 例).産後 5

日間の Stein のスコアで,マタニティブルーズと考えられた症例の発症頻度は,対照群およ

び母体合併症群で差は認められなかった.産後 1 ケ月検診時の ST≧50 の症例では,産後欝

病状態(EPDS の Score≧9)が高頻度に認められた(5/7 例).産後 1 ケ月のエジンバラの産後

欝病スケール(EPDS)は,合併症群と対照群において平均スコア,およびスコア 9点以上の産

後欝病が疑われた頻度に差は認められなかった.

以上の結果より,マタニティブルーズ,産後欝病,妊娠時の不安状態は,妊娠・分娩合併症群

と対照群との間に差が認められず,産科指導ならびに精神面支援の有効性が示唆された.ま

た STAI(State)の調査は,妊娠中から産褥期にかけて精神的支援が特に必要な産婦を妊娠

早期より選別するのに有効であると考えられた.しかし精神的支援のあり方については今

後の検討が必要である.


